
梅花女子大学図書館パスファインダー

看護学科の学生の皆さんへ
本の調べ方

看護学科に関連する本の調べ方や

当図書館で所蔵しているおすすめの資料をご紹介します。

ぜひお役立てください。

何かご不明点等がございましたら、

レファレンスカウンターまでご相談ください。

開館時間

平日　　9:00～18:40（4階～6階は18:00まで）
土曜⽇ 9:00〜16:00
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梅花女子大学図書館

SNS・HPの紹介

◎データベースの使い方

様々なデータの中から必要な情報をすばやく簡単に検索することができる

便利なツールです。ぜひご活用ください。

・CiNii  Research

国立情報学研究所が提供する無料公開のデータベースであり、

国内で発行された雑誌論文、研究データの情報を検索することが

できます。

・医中誌Web(医学中央雑誌)

・メディカルオンライン

国内の看護学・歯学・薬学・医学及び関連分野の論文情報を、

網羅的に検索できるサービスです。

国内のあらゆる医学関連分野の「医学文献」を入手できるサービスです。

必要な文献はその場で全文閲覧・ダウンロードが可能です。

図書館ホームページの「情報リンク集」→「論文・記事などを

探す」からご利用ください。

※詳しい開館日時は、図書館ホームページの「図書館カレンダー」をご覧ください。
※開館時間が変更する場合がございます。
   開館時間の変更、臨時休館等は、図書館ホームページをご確認ください。



看護学科に関連する資料の紹介

梅花女子大学図書館パスファインダー

◎看護学科の資料は主に2階北側の請求記号492の
　棚にあります。

レファレンスカウンターまでご相談ください。

ご希望の資料の所蔵があるかお調べします。

当館に所蔵のない資料の場合、取り寄せが可能です。

OPACの使い方やデータベースの使い方をOPACに掲載していますので

そちらもあわせてご確認ください。

希望の図書や論文が見つからないときは

看護師、小児、母性、国試　など

OPAC　OPACで下記のキーワードや、タイトル、　→
 

著者名などを入力して検索してみましょう。

図書館の本には「背ラベル」と呼ばれる

シールが貼られています。

1段目の分類記号を元に本棚を見つけ、

2段目の図書記号、3段目の巻次の順で

探していきます。

916.5

A15

(1)

分類記号(数字順)
1段目

2段目
図書記号

3段目
巻次(数字順)

(ABC順＋数字順)

請求記号の見方

◎看護学科関連雑誌は3階新着雑誌架または、
　2階看護関係雑誌架に配架されています。
　各雑誌の所在はOPACをご確認ください。

・『プチナース』

・『Expert nurse』

臨床実習や看護師国家試験に役立つ情報が掲載されており、

看護を学ぶ学生の視点で編集された看護学習誌です。

など多数の雑誌を所蔵しています。

医療テーマやナース最新情報などをとり上げた特集や、

臨床現場で役立つ情報が掲載されている雑誌です。

◎図書館おすすめ看護学科関連資料

ネット上で本棚が作れるサービス「ブクログ」にて、

看護学科関連資料をまとめています。

右のQRコードを読み込んで資料探しにご活用ください。

・『精神看護』
病や障害をもつ人の心も身体もケアする方法の紹介や、

あらゆる年代・疾患のニーズに応えながら社会課題に向き合う記事を

掲載している雑誌です。
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